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一
、

序

言

わ
が
国
の
平
安
時
代
以
降
の
仏
教
信
仰
に
関
係
す

る
遺
品
は
、
全
国
に

数
多
く
遺
存
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
遺
品
の

調
査
研
究
は
歴
史
考
古
学

の

重
要
な
職
能
で
あ

っ

て
、
遺
品
の
形
態

.
様
式

.
分
布
な
ど
に
つ
い
て
の
考
古
学
的
な
研
究
、
ま
た
は
遺
品
に
刻
ま
れ
た
銘
文

に
つ
い
て
の
金
石
文
学
的
な
研
究
も
、
年
を
追
う

て
進
め
ら
れ

て

い
る
。

こ
れ
ら
多
数
の
遺
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
願
主

(施
主
)
が
あ

っ
て
、
彼
ら

の
信
仰
生
活
の
反
映
と
し
て
仏
教
信
仰
遺
品
が
造
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
工
作
に
関
し
て
は

専
門

の
工
人
に
作
ら
し
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
願
主
は
そ
の
費
用
を
負
担
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
仏
教
的
作
善
を
行
う
こ
と
を
、
願
主
が
自
発
的
に
決
意
す

る
場
合

が
あ
る
と
し
て
も
、
多
く
は
作
善
を
勧
奨
す
る
第
三
者
が
そ
こ
に
介
在
し
た
。

こ
の
作
善
を
す
す
め
る
行
為
を
勧
進
と
よ
ぶ
。
本
来
仏
教
の
勧
進
と
は
、
人
を
し
て
仏
教
信
仰

に
入
ら
し
め
る
こ
と
を
勧
奨
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
費
用
を
支
出
し
て

作
善
を
行
な
う
こ
と
を
す
す
め
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
経
済
的
な
負
担
に
よ

っ
て
作
善
が
遂
行
さ
れ
る
こ
と
を
人
に
説
く
勧
進
僧
が
あ
り
、
そ
の
勧
進

に
応
じ
る
人
が
願
主

と
な
る
と
い
う
関
係
が
成
立
す
る
。

ひ
じ
り

こ
の
よ
う
な
勧
進
を
行
な
う
者
は
、
多
く
は
僧
侶
で
あ

っ
て
、
勧
進
僧

・
勧
進

聖

の
名
が
用
い
ら
れ
る
。

僧
侶
で
な
い
神
主
や
俗
人
が
勧
進
を
行
な

っ
た

例
も
あ
る

が
、
普
通
は
僧
侶
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
そ
の
人
た
ち
を
総
括
し
て
勧
進
僧
と
し
て
述

べ
て
行
く
。

仏
教
信
仰

に
も
と
ず
い
て
作
ら
れ
た
歴
史
的
遺
品
そ
の
も
の
は
、
わ
れ
ら
の
祖
先

の
残
し
た
貴
重
な
も

の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

そ
の
作
善
の
発
願
者

と
そ
れ
を
勧
進
し
た
人
た
ち
の
活
動
し
た
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
、
ま
た
歴
史
の

一
面
を
追
求
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
小
論

に
お
い
て
は
勧
進
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僧

に
限

っ
て
考
察
を
加
え
た
い
と
思
う
。
な
お
発
願
者

に
関
す
る

一
つ
の
論
文

は
、
本
学
論
集
第
四
号

(昭
和
四
五

・
一
一
)

に
発
表
す
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。

(注
)

(注
)
川
勝

「中
世
に
お
け
る
石
塔
造
立
階
級
の
研
究
」

勧
進
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
の
仏
教
史
関
係
の
書
物
や
論
文

に
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
平
安
時
代

に
お
け
る

「
市
聖
」

の
空

也
、

「
皮
聖
」

の
行
円
、
永
観
、
良
忍
、
高
野
山
な
ど
の
念
仏
別
所

の
聖
を
通
じ
て
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
文
献
に
よ
る
研
究
ま
た
は
民
俗
学
に
よ
る
成
果
に
ょ

っ
て
論
じ
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
前
記
の
通
り
仏
教
信
仰
遺
品
は
全
国
的
に
数
多
く
遺
存
し
、
そ
の
中
に
は
勧
進
僧

の
名
を
記
し
た
も

の
が
少
く
な
い
。
そ
う

し
た
勧
進
僧

を
除
外

し
て
、

勧
進
と
い
う
こ
と
の
実
態
を
究
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
う
が
、
従
来

こ
れ
に

つ
い
て
熱
意
を
示
す

研
究
が
見
ら
れ
な
か

っ
た
と
こ

ろ
、
近
年
に
至

っ
て

『中
世
の
権
力
と
民
衆
』

(
昭
四
五

・
六
)
に
中

ノ
堂

一
信
氏
の

「
中
世
的

「
勧
進
」

の
形
成
過
程
L
と

い
う
好
論
文
が
発
表
さ
れ
、
同
氏
も
ま
た

今

ま
で
の
学

界
が
勧
進
に
つ
い
て
究
明
す
る
こ
と
の
な
か

っ
た
の
を
遺
憾
と
し
、
ま
ず
平
安
時
代
か
ら
勧
進
聖
が
発
生
す
る
経
緯
を
論
じ
、
平
安
時
代

の
金
石
文

に
あ
ら

わ
れ
た
勧
進
聖
を
取
り
上
げ
て
述
べ
ら
れ
た
こ
と
は
、
勧
進
僧
研
究
の
前
進
と
し
て
喜
び

に
た
え
な
い
。

し
か
し
中

ノ
堂
氏
の
こ
の
論
文
は
、
俊
乗
坊
重
源
の
東
大
寺
再
興
の
た
め
の
大
勧
進
職
を
、
勧
進
の
歴
史
の
上
に
お
い
て
検
討
し
、
そ
の
特
色
を
論
じ
ら
れ
た
力
篇

で

あ

っ
て
、
重

源
以
前
の
勧
進

の
理
解

の
た
め
に
、
平
安
時
代
の
勧
進
聖

に
論
及

さ
れ
た
も

の
で
あ

っ
た
が
、
鎌
倉
時
代

以
降
の
金
石
文
に
見
え
る
勧
進
僧
に
は
及
ば
れ
な

か

っ
た
。

(注
)

(注
)
平
安
時
代
金
石
文
は
竹
内
理

二
博
士

『
平
安
遺
文
、
金
石
文
篇
』

(
昭
三
五
・
三
)
が
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
以
後
は
ま
だ

一
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
が
な
い
。
写
経
奥
書
に
つ
い
て

は
田
中
塊
堂
博
士

『
日
本
写
経
綜
豊
』

(昭
二
八

・
八
)
が
あ
る
。

私

の
こ
の
小
論

は
、
手
許

に
集

っ
た
平
安
時
代
金
石
文
な
ど
か
ら
は
じ
め
て
、
鎌
倉
時
代
以
降

の
勧
進
僧
に

つ
い
て

一
応

の
展
望
を
試
み
た
い
と
思
う
。
中
ノ
堂
氏
も

述

べ
ら
れ
た
よ
う
に
、

「
勧
進

に
関
す

る
研
究
は
い
ち
じ
る
し
く
た
ち
遅
れ
て
お
り
、
未
だ
基
礎
的
事
実
を
確
認
せ
ね
ば
な
ら
な
い

段
階
に
あ
る
。
」

と

い
っ
て
よ
い
。

そ
の

一
つ
の
試
み
で
あ
る
。
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二
、
平

安
時

代

の
勧
進
僧

勧
進
僧

の
名
称
を
伴

っ
て
そ
の
名
を
遺
品
の
上
に
記
し
た
例
と
し
て
は
、

勧
進
僧
に
関
す
る
考
察

寛
治
元
年

(
一
〇

八
七
)

む

の
豊
前
国
大
野
庄
西
明
寺
経
筒
に

「
観
進
僧
遍
照
」

と
見
え
る
も



勧
進
僧
に
関
す
る
考
察

む

の
が
古
い
。
勧
進
を
観
進
と
書
い
た
例
は
、
筑
前
国
有
木
里
の
元
永
二
年

(
=

一
九
)
経
筒
に
も
あ
る
。

寛
治
三
年

(
一
〇
八
九
)

の
筑
前
国
弘
誓
寺
経
筒

の
勧
進
僧
慶
源
は
、
十
七
年
後

の
長
治
三
年

(
一
一
〇
六
)
の
筑
前
国
四
王
寺
経
筒
に
は
願
主
僧
慶
源
と
し

て
見
え

て
い
る
。
四
王
寺
は
観
世
音
寺
の
後
山
に
古
く
存
し
た
寺
で
、
平
安
時
代
に
は
天
台
系
の
寺
と
し
て
栄
え
、
そ
の
山
中

に
は
経
塚
が
多
く
営
ま
れ
た
。
四
王
寺
経
筒

に
願

主
と
し
て
見
え
る
慶
源
は
、

お
そ
ら
く
四
王
寺

の
僧
で
、
同
じ
筑
前
国

の
弘
誓
寺

に
お
け
る
経
塚
築
造
の
時
に
は
勧
進
僧
と
し
て
宗
教
活
動
を
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
所
属
を
推
定

で
き
る
僧
も
あ
る
反
面
、
そ
れ
の
明
ら
か
で
な
い
僧

の
方
が
多
い
。
嘉
保
二
年

(
一
〇
九
五
)

の
京
都
市
上
京
区
浄
土
院
阿
弥
陀
如
来
像

の

胎
内
墨
書
に
、

「
無
縁
僧
寂
能
」
が
諸
檀
那
を
勧
進
し
て

一
伽
藍
を
造
立
し
、
こ
の
仏
像
を
安
置
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
定
ま

っ
た
寺
に
属
さ
な
い
寂
能
が
勧
進
僧

と
し
て
尽
力
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

筑
前
国
英
彦
山
で
出
土
し
た
永
久
元
年

(
一
一
=
二
)
経
筒
は
、
「
勧
進
僧
厳
与
」
に
よ

っ
て
書
写
供
養
さ
れ
た
経
を
納
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
彦
御
山
住
僧
厳
与
」

と
も
書
き
、

「
筑
前
国
鞍
手
郡
日
光
寺
山
住
」

と
も
記
し
て
あ

る
こ
と
か
ら
見
る
と
、
彼
は
本
来
彦
山
の
僧

で
あ
り
、
当
時
日
光
寺
山
に
住
ん
で
勧
進
活
動
を
し
、
彦
山

に
経
塚
を
築
造
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

保
安
三
年

(
=

二
二
)
書
写
の
法
隆
寺

一
切
経
の
内

に
、

「
勧
進
法
隆
寺
沙
門
五
師
大
法
師
林
幸
」

の
名
あ
る
が
、
こ
の
勧
進
僧
林
幸
は
法
隆
寺

の
僧
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
そ
の
寺

の
僧
が
自

か
ら
の
寺
に
関
し
て
の
勧
進
を
す
る
こ
と
も
多
く
の
例
が
あ
る
。
天
養
元
年

(
一
一
四
四
)
播
磨
国
極
楽
寺
に
お
い
て
瓦
経
に
よ
る
経

塚
が
築
造
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
発
願
し
勧
進
し
た
の
は
極
楽
寺
別
当
大
法
師
で
東
寺
真
言
宗

の
僧
禅
慧
で
あ

っ
た
。
彼
の
勧
進
に
よ

っ
て
何
人
か
の
僧
が
瓦
経
を
書
写
し

た
。
瓦
経

の
銘
文
に

「
於
播
州
極
楽
寺
依
大
法
主
禅
慧
之
勧
進
奉
書
写
已
畢
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

勧
進
僧

に
大
勧
進
と
小
勧
進
の
両
者

の
名
を
連
ら
ね
て
記
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

こ
れ
は
勧
進
僧

の
代
表
と
、
そ
の
下
に
あ

っ
て
実
際
に
奔
走
す
る
人
の
あ

っ
た
場
合

の
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
康
治
元
年
(
=

四
二
)
に
銅
板
経
を
筑
前
国
求
菩
提
山

に
納
め
た
時
の
大
勧
進
は
金
剛
仏
子
頼
厳
、
小
勧
進
は
僧
勢
実
で
あ

っ
た
。

こ
の
頼
厳
は
こ
れ
よ
り
前
の
保
延
六
年

(
=

四
〇
)
に
も
求
菩
提
山
に
経
塚
を
営

ん
だ
時
、
願
主
と
し
て
名
を
刻

ん
で
お
り
、
求
菩
提
山

の
僧

で
あ
り
、
小
勧
進
の

勢
実
も
同
山

の
僧
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

同
じ
く
大
勧
進
と
小
勧
進
を
併
せ
記
し
た
例
の
中
で
、
承
安
元
年

(
二

七

一
)
八
月
十
九

日
に

一
か
所
、
二
十
八
日
に
二
か
所
、
同
じ
岩
代
国
で
相
前
後
し
て
営
ま
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れ
た
経
塚
で
は
、
そ
の
小
勧
進
が
共
通
の
人
た
ち
で
、
大
勧
進
は
各
別
の
僧

に
な

っ
て
い
る
。

e
信
夫
御
庄
天
王
寺

大
勧
進
聖
人
僧
定
心
、
小
勧
進
白
井
友
包
、
糸
井
国
数
、
藤
原
貞
清
、
藤
井
末
遠
な
ど

口
磐
瀬

郡
米
山
寺

大
勧
進
聖
人
僧
行
祐
、
糸
井
国
数
、
藤
原
貞
清
、
白
井
友
包
、
藤
井
末
遠

口
伊
達
郡
平
沢
寺

大
勧
進
聖
人
僧
長
胤
、
糸
井
国
数
、
藤
原
貞
清
、
白
井
友
包
、
藤
井
末
遠

小
勧
進
と
記
し
た
の
は
天
王
寺
の
分
の
み
で
あ
る
が
、
白
井
友
包
な
ど
四
人
の
名
は
三
例
に
共
通
し
て
い
る
の
で
、
彼
ら
は
在
俗
の
地
方
武
士
層
の
人

で
、
弥
勒
出
世

の
暁
の
浄
土
往
生
の
信
仰
に
燃
え
て
、
同
国

の
三
つ
の
郡
の
名
寺

に
経
塚
築
造
を
発
願
し
、
人

々
を
勧
進

し
た
も
の
で
、
代
表
者
と
し
て
の
大
勧
進
を
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
の

僧

に
委
嘱
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

こ
の
場
合
は
勧
進
の
実
体
は
在
俗
の
白
井
友
包
ら
に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

寿
永

三
年

(
一
一
八
四
)
に
阿
波
国
雲
辺
寺
の
毘
沙
門
像
を
造
立
し
た
大
願
主
僧
願
西
は
、
同
寺

の
千
手
観
音
像
の
胎
内
墨
書
銘
巾

に
、

「
常
住
聖
人
西
行
房
願
西
が

勧
進
」

に
依

っ
て
造
立
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
る
の
で
、
雲
辺
寺

に
常
住

の
僧
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

以
上
、
平
安
時
代

の
勧
進
僧

に
つ
い
て

若
干
整
理
し
て
み
た
が
、
そ
の

名
称
に

つ
い
て
は
、
勧
進
僧
が
と
く
に

多
く
、
勧
進
聖
人
と
い
う

の
は

保
延
五
年

(
=

三

九
)
の
会
津
平
田
氏
蔵

の
経
筒

に
見
え
る
も

の
が
古
く
、
平
安
末
期
ご
ろ
か
ら
用
い
ら
れ
は
じ
め
て
い
る
。
ま
た
久
安
四
年

(
一
一
四
八
)

の
武
蔵
国
平
沢
寺
経
筒

に
見

え
る
よ
う
に
勧
進
沙
門
と
す
る
も
の
も
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

大
勧
進
の
名
称
は
、
天
承
元
年

(
一
=
二
一
)
の
伯
老
日
国
大
山
寺

阿
弥
陀
像

の
胎
内
墨
書
中

に
、

「
大
勧
進
大
法
師
隆
朗
」

と
見
え
る
の
が
早

い
。
大
勧
進
と
小
勧
進

を
併
記
す
る
の
は
、
前
記
の
康
治
元
年

(
一
一
四
二
)
求
菩
提
山
銅
板
経
が
古

い
例
で
あ
る
。

し
か
し
平
安
時
代

の
人
勧
進

は
勧
進
の
代
表
者
と
し
て
の
地
位
を
示
す
も
の
で
あ

っ
て
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
見
る
よ
う
な

一
つ
の
寺

の
造
営
に
関
す
る
大
勧
進
職

を
指

す
も
の
で
は
な
い
。

一
般

に
勧
進
僧
は
諸
国
を
遍
歴
し
て
勧
進
活
動
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
民
俗
学
的
思
考

に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
後
世
は
と
も
か
く
、
勧
進
僧

の
出
現

勧
進
僧
に
関
す
る
考
察
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し
た
早

い
時
代
に
あ
た
る
平
安
時
代

の
勧
進
僧
が
、
広
く
遠
隔
地
ま
で
勧
進
の
た
め
に
出
歩
い
た
か
ど
う
か
は
疑
問

で
あ
る
。
平
安
時
代
金
石
文

に
つ
い
て
見
る
と
、
諸

国
遊
歴
勧
進
の
事
実
は
ま
だ
出
て
来
な
い
。

先
年
中
村
五
郎
氏
が

「
大
和
文
化
研
究
」
第
十
巻
五
号

(昭
四
〇

・
五
)
の

「
岩
代
承
安
経
筒
銘
に
見
え
る
藤
井
氏
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文
に
お
い
て
、
山
城
国
花

背
の
仁
平
元
年

(
=

五

一
)

の
経
塚
と
、
前
記
の
岩
代
国
に
お
け
る
承
安
元
年

(
一
一
七

一
)
の
経
塚
と
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
論
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
山
城
花
背

の
経
塚
関
係
の
石
塔
婆
に

「
那
知
山
住
僧
永
鷺
」
と

い
う
僧
の
名
が
見
え
、
岩
代
平
沢
寺
の
経
筒

に
も

「
大
檀
主
永
零
」
の
名

の
あ
る
の
を
同

一
人
と
見
、
こ
の
人
は
熊

野
那
智
で
修
行
し
た
聖
の

一
人
で
あ
り
、

こ
の
聖
の
遊
行
を
示
す
の
が
こ
の
山
城
と
岩
代
の
経
塚
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
岩
代
の
米
山
寺
経
筒
に
見
え
る

「
大
勧
進
聖

人
行
祐
」
と
、
承
安
四
年

(
=

七
四
)
の
伊
勢
国
菩
提
山
瓦
経
の
結
縁
者
中
に

「
僧
行
祐
」
と
あ
る
の
を
同

一
人
と
見
て
、
行
祐
は
い
わ
ゆ
る
聖
で
あ

っ
て
、
岩
代
と

伊
勢
に
遊
行
の
足
迩
を
と
ど
め
て
い
る
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

一
般
的
に
勧
進
僧

(聖
)
の
遊
行
と
い
う

こ
と
が
し
ば
し
ば
述
べ
ら
れ
る
が
、
そ
の
実
例
を
挙
げ

て
述

べ

ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
従

っ
て
中
村
氏
の
右

の
着
想
は
甚
だ
興
味
が
あ
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
賛
成
し
か
ね
る
点

が
あ
る
。

山
城

で
の
永
豊
と
、
岩
代
で
の
永
墾
は
二
十
年
の
年
数
の
差
が
あ
る
。
確
か
な
同
人
で
な
い
限
り
、

一
個
人
の
活
動
の
年
限
と
し
て
は
幅
が
あ
り
す
ぎ
る
し
、

こ
の
遠

】

く

へ
だ
た
る
永
聖
と
い
う
名
は
同
名
異
人
と
考
え
る
の
が
常
識
で
あ
ろ
う
。
ま
た
平
沢
寺

の
行
祐
が
大
勧
進
聖
入
と
記
さ
れ
て
い
て
も
、
私

の
考
で
は
前
記
の
通
り
平
沢

一

寺
の
僧
が
た
の
ま
れ
て
勧
進
聖
人
と
称
し
た
も
の
で
、
こ
の
人
を
い
わ
ゆ
る
聖
と
し
て
遊
行
し
た
人
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
年
代
は
接
近
し
て
い
て
も
、
岩
代

の
行
祐
は
別
人
で
あ
る
。
僧
侶
の
名
な
ど
は
同
じ
名
の
人
が
い
た
る
所
に
あ
る
の
で
、
簡
単
に
同

一
人
と
認
定
で
き
な
い
。

井
上
氏
の
所
論
は
、
勧
進
僧

(聖
)
は
広
く
全
国
を
遊
行
す
る
も
の
と
の
先
入
観
に
支
配
さ
れ
て
、
そ
れ
に
史
料
を
あ
て
は
め
よ
う
と
さ
れ
た
が
、
実
は
こ
れ
ら
の
史

料
は
結
合
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

い
い
代
え
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
に
古
い
時
代

の
勧
進
僧
ら
の
遠
国

へ
の
遊
行
の
実
態
を
証
明
す
る
こ
と
は
む

つ
か
し
い
の
で
あ
る
。
そ

の
行
動
範
囲
は
、
近
畿
、
関
東
、
奥
羽
、
九
州
と
い

っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
程
度

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

三
、
鎌
倉
時
代

か
ら
室

町
時
代

鎌
倉
時
代
初
期

に
東
大
寺
大
仏
殿
を
再
興
の
た
め
に
大
勧
進
職
と
い
う
組
織
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
初
代
の
大
勧
進

に
就
任
し
た
の
が
南
無
阿
弥
陀
仏
俊
乗
坊
重
源
で
あ

る
。

つ
い
で
東
大
寺
大
勧
進
職

は
栄
西

・
行
勇

・
円
照

・
聖
守
な
ど
に
よ

っ
て
継
が
れ
て
行
く
。
こ
う
し
た
大
き
い
寺

の
造
営
及
び
募
金
事
務
局
と
し
て
の
大
勧
進
職

に



つ
い
て
は
、
前
記
の
中

ノ
堂

一
信
氏
の
論
文
に
注
目
す

べ
き
論
述
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
大
き
い
固
定
し
た
組
織

の
勧
進

で
は
な
い

一
般

の
勧
進
僧
を
私
は
考
え
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

讃
岐
国
屋
島
寺
と
し
て
知
ら
れ
る
千
光
院
で
は
、
鎌
倉
初
期

に
梵
鐘
が
新
鋳
さ
れ
た
。
勧
進
聖

人
は
蓮
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
。

そ
の
鐘
銘

に
よ
る
と
、
勧
進
聖
人
は

「
讃

岐
国
住
人
沙
門
蓮
阿
弥
陀
仏
」

で
あ
り
、
彼
は
当
寺

の
梵
鐘
奉
鋳

の
願
を
発
し
て
、
承
久
元
年

(
一
二

一
九
)
四
月

に
上
洛
し
、
六
条
町
で
十
方

の
檀
那
に
勧
進
し
て
、

貞
応
二
年

(
一
二
二
三
)
十
月

に
鐘
は
鋳
造
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
人
は
千
光
院

の
僧

で
は
な

い
が
、
同
じ
讃
岐

の
住
人
で
、
浄
土
教
信
仰
の
僧

で
あ

っ
た
こ
と
は
そ
の
名

か
ら
知
ら
れ
る
。
梵
鐘
鋳
造

の
費
用
を
多
く
の
人
か
ら
募

る
た
め
、
京
都

に
上

っ
て
勧
進
し
た
。
勧
進
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
こ
と
が
少
し
知
ら
れ
る

一
例

で
あ
る
。

鎌
倉
時
代

の
は
じ
め
に
東
大
寺
八
幡
宮
に
納

め
ら
れ
た
大
般
若
経
は
比
丘
尼

の
成
阿
弥
陀
仏
が
勧
進
し
た
も

の
で
、
そ
の
巻
第

一
に
は
嘉
禄

二
年

(
一
二
二
六
)

の
奥

書
が
あ

っ
て
、

「
比
丘
尼
成
阿
弥
陀
仏
此
御
経
勧
進
之
根
源
殊
以
厳
重
…
…
」
と
見
え
、
巻

五
百

三
十
二
に
は
安
貞
二
年

(
一
二
二
八
)
の
奥
書
が
あ
り
、

「
悪
筆
之
条

錐
恐
神
慮
、
依
聖
尼
勧
進
…
…
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
写
経

の
勧
進
者
は
比
丘
尼
で
あ
り
、
聖
尼
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
近
世

に
勧
進
比
丘
尼

(歌
比
丘
尼
)

が
仏
教

伝
達

の
た
め
大
衆
向
き
に
活
動
す
る
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
こ
の
成
阿
弥
陀
仏
と
い
う
女
性
は
そ
の
よ
う
な
性
質

の
勧
進
比
丘
尼

で
は
な
い
。

正
嘉

二
年

(
一
二
五
八
)
山
城
国
鞍
馬
寺
銅
燈
籠
が
造
立
さ
れ
た
時

の

「
勧
進
沙
弥
西
蓮
」
は
、
弘
長

二
年

(
一
二
六

二
)

の
山
城
国
深
草
瑞
光
寺
所
蔵

の
鉄
燈
籠

の

扉
に
も

「
勧
進
沙
弥
西
蓮
」
と
見
え
、
そ
の
二
つ
と
も

に
藤
井
景
光
と
い
う
人
が
助
成
人
と
し
て
名
を
連
ら
ね
て
い
る
。
西
蓮

の
よ
う
な
名
は
最
も
普
及
し
て
い
て
、
同

時
代

に
同
名
異
人
が
相
当
数
あ
る

の
で
あ
る
が
、
同
じ
助
成
人
を
伴

っ
て

い
る
こ
と
と
、
地

理
的

に
同

一
地
方

で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
二

つ
を
同
人
の
勧
進
活
動
と
知

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
同
じ
勧
進
僧

の
実
例
が

二
つ
も
三

つ
も
知
ら
れ
る
場
合
は
き
わ
め
て
少

い
。

藤
井
氏
は
鞍
馬
の
奥

の
花
背
に
昔
か
ら
多

い
姓

で
あ
る
の
で
、
そ
の
辺

の
人
か
と
も
思
わ
れ
る
。
西
蓮

そ
の
人
は
所
属

の
寺

の
な
い
勧
進
聖

と
し
て
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら

の
寺

の
金
燈
籠
な
ど
造
立
の
た
め
に
、
勧
進
し
て
歩

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

大
和
国
吉
野
山
金
峰
山
寺
蔵
王
堂
に
古
く
存
し
た
文
永
元
年

(
一
二
六
四
)
の
梵
鐘

に
は
、

「
勧
進
聖
河
内
国
住
人
僧
実
円
」
と
あ

っ
た
と

い
う
。
河
内
国
に
住
ん
だ

勧
進
聖
が
大
和
国
の
寺

の
た
め
に
勧
進
を
し
た

の
で
あ
る
。

正
応
五
年

(
一
二
九
二
)
山
城
国
木
津

の
惣
墓

に
、
墓
地
の
供
養
塔
と
し
て
大
き

い
五
輪
石
塔

が
建
立
さ
れ
、
春
秋

二
季

の
彼
岸
に
廻
向
さ
れ
る
こ
と
が
銘
文

に
刻
ま

勧
進
僧
に
関
す
る
考
察
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れ
た
が
、

こ
の
作
善
を
勧
進
し
た
の
は
、
特
別
の
勧
進
僧

の
名
を
出
さ
ず
、

銘
文
中
に

「
和
泉
木
津
僧
衆
等
二
十

二
人
同
心
合
力
、
勧
進
五
郷
甲
乙
諸
人

造
立
之
」
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
土
地

の

僧
二
十

二
人
が

勧
進
僧
と
な

っ

て
、
五
か
村
の
多
く
の
人
か
ら
勧
進
し
た
の
で
あ

っ
て
、
土
地

の
僧
た
ち
と

住
民
と
の
結
び

つ
き
を
示
す
資
料

で
あ
る
。

む
や
ま

大
和
国

の
東
部
山
間
の
都
祁
の
牟
山
と
い
う
地
に
、
牟
山
隠
士
西
念
と

い

つ
げ

み
く
ま
り

う
人
が
あ

っ
た
。
同
地
の
都
祁
水
分
神
社
に
も
と
あ

っ
た
石
燈
籠
の
刻
銘
に

よ
る
と
、
永
仁

三
年

(
一
二
九
五
)

に

「
勧
進
西
念
」
が
結
縁
人
数
四
百
五

十
余
人
を
勧
進
し
て

石
燈
籠
を

造
立
し
た
。

つ
い
で
正
安
三
年

(
一
三
〇

こ
う
ぜ
ん

一
)

の
旱
天
に
あ
た

っ
て
、
西
念
は
春
日
山
の
高
山
社
に
七
か
日
断
食
参
籠

し
て
降
雨
を
祈

っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
石
造
の
宝
塔
を
造
立
し
多
く
の
結
縁
の
人
た
ち
を
勧
進
し
た
。
そ
の
石

塔

の
塔
身

(第

一
図
)
の
み
、
今
も
春
日
大
社
宝
物
館
に
保
存
さ
れ
、

「
勧
進
沙
門
西
念
」

の
名
も
見
え
る
。
都
祁
来

迎
寺
の
元
禄
縁
起
に

「
西
念
坊

ハ
元
来
牟
山
隠
士
、
常

二
詣
室
生
山
竜
穴
…
…
祈
雨
忽
得
其
妙
僧
也
」
と
記
し
て
い

る
。

こ
の
西
念

の
如
き
も
大
和
東
部
山
間
に
住
ん
で
、
そ
の
付
近

に
勧
進
活
動
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

永
仁
七
年

(
一
二
九
九
)
に
紀
伊
国
高
野
山
で
は

「
勧
進
仏
子
願
阿
」
が
尼
乗
台
並
び

に

一
百

二
十
人
を
結
縁
衆

と
し
て

一
千
日
別
時
念
仏
を
行
い
、
そ
の
宝
筐
印
塔
を
奥
院
に
建
立
し
た
。

こ
の
資
料
は
昭
和
三
十
七
年
の
奥
院
燈

籠
堂
の
土
壇
整
地

に
よ

っ
て
多
数
発
見
さ
れ
た
も
の
の

一
つ
で
、
宝
簾
印
塔

の
基
礎
の
み
が
残

っ
て
い
る
。
(第
二
図
)

高
野
山
に
は
念
仏
聖

の
居
所
が
別
所
と
し
て
谷
々
に
あ

っ
た
が
、
こ
の
勧
進
僧
願
阿
は
そ
の
名
か
ら
し
て
も
弥
陀
信

仰

の
念
仏
聖

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
高
野
聖
で
、
多
く
の
人
を
勧
進
し
て
こ
の
石
塔
を
建
て
た
の
で

あ
る
が
、
結
縁
衆
を
ど
の
地
方

に
求
め
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

第一図 西念祈雨宝塔々身

股
・戦 嬬讐 、 蜘 繊

欝':滞 滞 灘 、難鷺灘 鞭轡繍 轡嘩
蓼 諭 潜 、 魯 、.

β.・ 翻 ξ ざ …

'蒸 黛 総 戯

,鳶 讐 婁 嗜

第二図 高野山奥院出土基礎
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か
つ
ら
が
わ

今

は
大
津
市
に
編
入
さ
れ
た
が
、
近
江
国
比
良
山
地
西
側

の
葛
川
谷
に
は
比
叡
山
無
動
寺

の
別
院
道
場
と
し
て
の
明
王
院
が
平
安
時
代

に
開
か
れ
て
今
日
に
至

っ
て
い

る
。

そ
の
境
内
に
立

つ
正
和
元
年

(
=
二
一
二
)
の
宝
簾
印
塔
の
刻
銘
に
は

「
四
村
念
仏
講
衆
等
敬
白
、
常
住
頼
玄
」
と
あ
り
、
ま
た
嘉
暦
三
年

(
=
二
二
八
)

の
宝
塔

で
は

「
常
住
不
動
金
剛
頼
玄
、
念
仏
講
惣
衆
等
敬
白
」
と
あ

る
。

こ
こ
に
見
え
る
頼
玄
と
い
う

の
は
、
不
動
明
王
を
本
尊
と
す
る
明
王
院

の
常
住
僧

で
、
明
王
院
巾
興

の

僧

と
し
て
仰
が
れ
、
本
堂

の
西
北

に
頼
玄
を
ま
つ
る
小
桐

が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
石
塔
は
葛
川
の
念
仏
講
の
結
衆
に
よ

っ
て
造
立
さ
れ
た
も

の
で
、
明
王
院
常
住

の
頼
玄
が

勧
進
し
て
の
作
善
で
あ

っ
た
。
明
王
院
は
不
動
明
王
の
霊
場

で
あ
る
が
、
村
人
た
ち
の
信
仰
結
衆
は
念
仏
信
仰
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
葛
川
谷

の
人
々
の
信
仰

は
明
王
院

を
護
持
す
る
と
同
時
に
、
天
台
念
仏
を

日
常
の
も
の
と
し
、
そ
の
信
仰
の
推
進
に
明
王
院
常
住
僧
が
41
心
的
役
割
り
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
、
こ
れ
ら
石
塔

と
刻
銘
が

物

語

っ
て
い
る
。

女
性

の
勧
進
聖
に
つ
い
て
は
前

に
述

べ
た
が
、
元
応
元
年

(
=
二
]
九
)

の
近
江
国
下
羽
田
の
劒
神
社
石
燈
籠
に
も

「
勧
進
聖
比
丘
尼
生
阿
弥
陀
仏
」
と
い
う

の
が
見

え
る
。

元
亨
三
年

(
=
二
二
三
)
に
石
大
工
行
経

の
手
で
彫
刻
さ
れ
た
紀
伊
国
藤
白
峠

の
地
蔵
峯

寺

の
地
蔵
石
仏
は
、

「
勧
進
聖
楊
柳
山
沙
門
心
静
」

の
勧
進

に
よ

っ
て
造
立
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

こ
の
楊
柳
山
と
い
う
の
は
、
地
蔵
峯
寺
の
所
在
地
か
ら
は
東
北
八
キ

ロ
足
ら
ず
の
海
草

郡
東
山
東
村
黒
岩
に
古
く
存
し
た
楊
柳
山
宝
福
院
と
も
称
し
た
宝
光
寺
と
い
う
真
言
宗

の
寺

で
、
心
浄
は
こ
の
寺

の
僧
で
あ

っ
た
。
彼
は
多
く
の
人
を
勧
進
し
て
、
楊
柳
山
か
ら
遠
く
な

い
こ
の
藤
白
峠

に
地
蔵
の
大
石
仏
を
安
置
し
て
、
熊
野
街
道
を
往
還
す
る
人
た
ち
に
礼
拝
せ

し
め
た
の
で
あ
る
ρ

相
模
国
鎌
倉
光
明
寺
裏
山

の
ヤ
グ

ラ
内
に
安
置
さ
れ
て
い
た
正
中

二
年

(
一
三
二
五
)
造

立

の
地
蔵
石
仏
は
、
近
年
光
明
寺
内

に
移
坐
さ
れ
た
。
像
背

の
刻
銘

に
よ
る
と

「
勧
進
聖
尚

養
寺
常
住
西
蓮
」
と
あ
る
。
鎌
倉
付
近
の
住
僧
で
あ
ろ
う
。

南
北
朝
時
代
に
入

っ
て
、
播
磨
国
垂
水

の
遊
女
塚
と
俗
称

さ
れ
る
宝
鯵
印
塔
は
現
在
神
戸

勧
進
僧
に
関
す
る
考
察

食

第三図 遊 女 塚 宝筐 印塔
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勧
進
僧
に
関
す
る
考
察

市
垂
水
区
仲
田

一
丁
目
に
移
さ
れ
て
い
る
が
、
建
武
四
年

(
=
三
二
七
)

に
造
立
さ
れ
た
も
の

4

へ

で

「
勧
進
士
忠
禅
師
」

と
見
え
る
。

(第
三
図
〉

こ
の
±
忠
禅
師
は
、
暦
応
四
年
(
=
二
四

一
)

鰍
.

ぜ

ロ

ち
ハ
げ

ゴ

ま

ゑ

近
あ

名
谷
答

峠
に
、
先
師
頼
厳
の
三
+
三
年
饗

の
小
宝
簾
印
塔
を
建
夏

ま
た
同
じ

灘

鑓

鑑

,

名
谷
の
明
王
寺
に
あ
る
小
宝
簾
印
塔

に
、

「
辛
卯
十

一
月
十
三
、
士
忠
禅
師
百
日
」

の
刻
銘
が

繍
績
幾
磐

麟

甲
、

あ
ぼ

惣
転

購
簿

晒欝

議
ゆ聡穀

誌
鐸

難

欝

.

士
忠

と

い
う
僧

の
輪

郭

が
右

の
如

、顔
駄

わ

っ
た
も

の
で
あ

ろ
う
。

川
辺
賢

武
氏

の
努
力

に
よ

っ
て
、

v"

'

く

判
明
し

た
が
、

こ
の
よ
う

な
資

料
が

三

つ
も
知

ら

れ

る
例

は
む

し
ろ
珍

し

い
。

(注
)

`
織

(注
)
川
辺
賢
武
氏

「神
戸
の
石
造
遺
品
」

(昭
四
六

二
二
)

暦
応
三
年

(
一
三
四
〇
)
に
摂
津
国
多
田
院

で
造
立
さ
れ
た
石
燈
籠
は
、

「
勧
進
聖
教
尊
」

鴇

の
勧
進

に
よ
る
も

の
で
、
多

田
院
は
大
和
国
西
大
寺

の
末
寺

で
あ

っ
た
。
教
尊
と
い
う
名
が
西

大
寺
叡
尊
を
連
想
す
る
よ
う
に
、
こ
の
人
は
西
大
寺
に
属
し
た
人
ら
し
く
思
わ
れ
る
。

洛
北
船
岡
に
近
く
引
接
寺
と
い
う
与
が
あ
り
、
古
く
か
ら
閻
魔
堂
の
名

で
都
人
に
親
し
ま
れ
て
い
た
。
康
暦
元
年

も
こ
し

仏
L

に
よ

っ
て
造
立
さ
れ
、
さ
ら
に
七
年
後
の
至
徳
三
年

(
=
二
八
六
)
に
、
同
芋
境
内
に
裳
層

つ
き
の
九
重
石
塔

(第
四
図
)

円
阿
」
と
見
え
る
。
円
阿
弥
陀
仏
を
略
称
し
て
円
阿
と
称
し
た
も
の
で
、

寺

の
僧
で
は
な
い
勧
進
聖
が
何
年
か

に
わ
た

っ
て
、
同
じ
寺
の
た
め
勧
進
活
動
を
し
た
例
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。

現
在
大
垣
市
赤
坂
町
明
星
輪
寺
に
あ
る

梵
鐘
は
、
も
と
同
じ

美
濃
国
東
端
の
御
嵩
の

蔵
王
権
現

の
鐘
で
、

明
徳
四
年

「
勧
進
聖
江
州
犬
上
郡
西
郡
千
手
院
慶
淳
」
と
あ

っ
て
、
彦
根

の
千
手
院

の
僧
が
勧
進
聖
と
な
り
、

で
あ
る
。

み
ま

奈
良
県
山
辺
郡
山
添
村
水
間
の
八
幡
神
社

に
あ
る
鰐

口
は
、
永
享
十

一
年

(
一
四
三
九
)

脚

第四図 引 接 寺 九 重 石 塔

 

(
一
三
七
九
)
こ
の
芋

の
梵
鐘
が

「
勧
進
円
阿
弥
陀

が
建
立
さ
れ
、
そ
の
刻
銘
に

「
勧
進
聖

こ
れ
は
同
じ
勧
進
聖
に
よ

っ
て
引
接
寺
の
梵
鐘
や
石
塔
の
造
立
が
進
め
ら
れ
た
わ
け
で
、
そ
の

(
一
三
九
三
)
に
鋳
造
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

約
九
〇
キ

ロ
を

へ
だ
て
た
御
嵩

の
霊
場
の
鐘
の
た
め
に
勧
進
し
た
の

に
同
国
の
法
隆
寺
天
満
宮
の
た
め
に
造
ら
れ
た
も
の
が
流
出
し
た
の
で
あ
る

一62一



㌍
繍
は鐸
轄
ゼ謙
艦
断麟

灘
撫

蝿

く
勧
進
神
主
も
あ
り
得
る
が
、
神
主

の
場
合
は
奉
仕
す
る
社

蹴

の
た
め
の
勧
進
と
解
さ
れ
る
。

文
明
十
年

(
一
四
七
八
)
洛
東
清
水
与

の
梵
鐘
が
鋳
造
さ

麟
φ

れ
た
。
そ
の
銘
文
中

に
二
度
南
無
阿
弥
陀
仏

の
名
号
が
あ
ら

わ
さ
れ
、
弥
陀
信
仰
を
強
調
し
て
い
る
。

「
大
勧
進
願
阿
上

人
」
は
、

こ
の
.巨
鐘
奉
鋳

の
た
め
奔
走
し
た
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が

こ
の
勧
進
聖

の
願
阿
は
、

こ
れ
よ
り
十
七
年
前

の
寛

正

二
年

(
一
四
六

一
)
に
京
洛
で
難
民
救
済
に
活
躍
し
た
。

前
年
末
か
ら
襲
う
た
飢
飾

の
た
め
に
、

わ
た

っ
て
仮
屋
を
作
り
、

た
。願

阿
は
越
中
国
の
人
で
、

仏
堂
.草
庵

の
荒
廃
を
見
れ
ば

こ
れ
を
修
理
し
、
ま
た
五
条
大
橋

事
蹟
は
、
幸
に
し
て
東
福
寺

の
太
極
蔵
主

の
日
記

　

む
　
　
お
　
お
お

ね
お

　

　撫

雛

襲

.説
督努
纏
撃

毒

姦
、轟

糞

欝

響
鑑

魑
象

営

曇

・
講
羅
夢
嚢

轟

羨

費

繋

ー

難
蜜

・
鞠
・
臨
夢

茎
臥
謀

簸

馨

騒
戦
鍵

磯
礁
冬

鑑

整

茎

噺
蜜
驚

嚢

鱒
董

翌

.翁

義

、
ご

季

＼

薙

ー

、
・

ρ
垂

・繋

瓢蓼

嚥

{
奪

繍
承

盛

難

越

菱

垂
叢

紫

舞

・
蓼

v警

繋

繋

曾

譲

二

蒙

…

、轟

焦
繋

、熱
灘
婆

蓬

茎

繋
叢

叢
籍

嚢
箋

養

ー

嵐

萎

誰
湛
…
書

就

峯
瞬

馨
難

難

簸

馨
,慰

響

撰

蕊
藩

灘

潔

奮

瀦ー
象
ー

、
鯖
髪

・識

¥
、藪

整

・
奮

、.醐
饗

、暴

藤

爆
霧

嚢

釈
蟻
蓼
幾

糞

難

寧
・
轟
渉

～

徳

茎

・〃爆
瓢
驚

聾

瞳
、砂
鯉
蓼

郵
議

,
毒

癬
炉謬

鶴
薮
鷺

翻

磯
饗

逆
霧

菱

濃
霧

勘
魎

評
鐸

乏

錠

・"嫁
溝、糞

筆

第五図 岩 倉 寺 棟 札

 

諸
国
の
者
が
京
都
に
流
入
し
て
餓
死
す
る
者
数
を
知
ら
ぬ
有
様

で
あ

っ
た
。

こ
の
時

に
願
阿
は
二
月

二
日
に
Lハ
角
堂

の
前

一
町
に

弟
ツr
た
ち
に
命
じ
て
病

民
を
こ
こ
に
収
容
し
た
。

こ
の
施
設
は
二
月
末

日
で
撤
去
し
た
が
、

こ
の
救
済
は
批
人
の
賞
讃
す

る
と
こ
ろ
で
あ

っ

家
は
代

々
漁
業
と
養
蚕
業
を
行

っ
て
来
た
が
、
彼
は
殺
生

の
報
い
あ

る
を
悟

っ
て
出
家
修
行
し
、
往
生
極
楽

の
信
仰

に
入

っ
た
の
で
あ
る
。

(
今
の
松
原
橋
)
が
久
し
く
絶
え
て
い
た
の
を
、
人
々
を
勧
進
し
て
復
興
し
た
と
い
う
。
以
上
の
願
阿
の

『
碧
山
日
録
』

に
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
勧
進
聖
は
何
人
か
の
弟
r
を
ひ
き
い
て
作
善
に
従
事
し
た
の
で
あ
る
。
近
世

の
勧
進
聖

の
や
や
く
わ
し
い
実
態
を
こ
の
人
を
通
じ
て
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
。

姫
路
常
勝
瑞
与
現
存

の
梵
鐘
は
、
も
と
播
磨
国
広
峰
神
社

の
鐘
と
し
て
、
明
応
六
年

(
一
四
九
七
)
に
鋳
造
さ
れ
た
も

の
で
、

「
勧
進
沙
門
江
州
高
島
郡
住
浄
心
」
と

見
え
る
。
近
江
国
北
辺

の
勧
進
聖
が
約
九
〇
キ

ロ
を

へ
だ
て
た
播
磨
の
名
社

の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

能
登
国
下
時
国

の
岩
倉
山
ヒ
に
建

つ
岩
倉
寺

に
、
黒
漆
塗

の
高
さ

一
メ
ー
ト

ル
余

の
棟
札
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
(第
五
図
)
永
正
四
年

⊃

五
〇
七
)
の
本
堂
再
興
の

勧
進
僧
に
関
す
る
考
察
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勧
進
僧
に
関
す
る
考
察

こ
と
と
、
寄
進
者

の
奉
加
帳
が
陰
刻
し
て
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
去

る
明
応
九
年

(
一
五
〇
〇
)
中
冬
七

日
の
火
災
に
御
堂
悉
く
焼
失
し
た
の
で
、
大
伽
藍

一
宇
と
本
尊

千
手
千
眼
観
音
像
を
再
興
、
大
且
那
温
井
藤
八
郎
統
永
、
当
別
当
快
円
、

「
勧
進
沙
門
奥
州
相
津
山
郡
岩
崎
寺
窪
空
真
」
と
あ
る
。

こ
れ
は
遠
く
奥
州
の
勧
進
僧
空
真
が

能
登
北
端

で
活
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
岩
崎
は
福
島
県
喜
多
方
市
に
編
入
さ
れ
た
旧
耶
麻
郡
岩
月
村

の
地
で
あ
る
。

こ
の
棟
札
に
よ

っ
て
空
真
が
最
高
三
貫
三
百
文
、

最
低

一
貫
文
を
二
十

二
人
の
村
人
や
信
者
か
ら
集

め
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
も
近
世

の
勧
進

の
実
態
が
知
ら
れ
る
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

以
上
は
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代

に
及
ぶ
い
く

つ
か
の
例
を

一
覧
し
た
の
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
と
は
ち
が

っ
て
中
世

に
お
い
て
は
勧
進
僧
は
各
地

に
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
行
動
地
域
も
だ
ん
だ
ん
広
く
な

っ
て
い
る
ら
し
い
が
、
そ
の
こ
と
の
明
ら
か
な
例
は
余
り
多
く
な
い
。
大
体
は
近
国
ま
た
は
居
住
地
付
近
で
勧
進
活
動
を
す
る

勧
進
僧
が
普
通
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四
、

結

量五
口口

 

長
年
の
間
に
手
許
に
た
ま

っ
た
勧
進
僧
に
関
す
る
金
石
文
を
通
じ
て
、
勧
進
僧

(
聖
)

の
実
態
が
ど

こ
ま
で
浮
び
上

っ
て
く
る
も
の
が
あ
る
か
整
理
し
て
み
よ
う
と
し

た
。
そ
の
資
料
を
全
部
挙
げ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
は
単

に
勧
進
僧
某
と
い
う
名
を
列
記
す
る
に
ひ
と
し

い
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
少
し
で
も

こ
の
資
料
に
よ

っ
て

何
か
を
つ
か
み
出
せ
る
も
の
に
し
ぼ

っ
た
。

時
代
順
に
見

て
行
く
こ
と
が
、
歴
史
と
し
て
の
理
解
に
便
で
あ
る
た
め
に
そ
の
順

に
述

べ
た
の
で
、
や
む
な
く
羅
列
的
な
も

の
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は

整
理
の
階
段
を
見
て
も
ら
う
た
め
に
は
必
要
な

こ
と
で
も
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。

従
来

の
書
物
や
論
文

に
は
、
著
名
な
僧
侶
や
聖
た
ち
の
諸
国
遍
歴
、
勧
進
が
随
分
は

っ
き
り
書
か
れ
て
い
る
が
、
金
石
文
に
あ
ら
わ
れ
た
勧
進
僧
は
そ
ん
な
に
は

っ
き

り
す
る
所
ま
で
行
か
な
い
。
今
後
資
料
が
増
え
て
い
く
ぶ
ん
は
明
確
さ
が
進
む
と
思
う
が
、
余
り
期
待
で
き
な
い
か
も
わ
か
ら
ぬ
。
し
か
し
打
ち
す
て
て
お
く

こ
と
は
で

き
な
い
。
遅
々
と
し
て
進
ま
ぬ
で
あ
ろ
う
が
、
遺
物

の
存
在
に
支
え
ら
れ
る
強
味
が
あ
る
。

こ
の
程
度
ま

で
し
か
わ
か
ら
ぬ
と
い
う
の
も
、
歴
史

の

一
つ
の
認
識

で
あ
る
。
多
く

の
勧
進
聖
が
全
国
を
や
す
や
す
と
遊
行
し
て
、
各
地
に
勧
進
活
動
し
た
と
い
う
の

は
、
き
わ
め
て
近
世
江
戸
時
代
ご
ろ
の
こ
と
で
、
そ
れ
を
古
代
や
中
世

に
適
用
で
き
る
か
ど
う
か
、
少
な
か
ら
ず
疑
問
を
持

っ
て
い
る
の
が
私

の
現
状
で
あ
る
。

平
安
時
代
以
降

の
仏
寺

の
多
く
は
、
国
家
や
大
貴
族

に
依
存
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
、
多
く
の
方
面
か
ら
経
済
的
寄
進
を
事
あ
る
ご
と
に
求
め
る
必
要
が
生
じ
、
そ
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こ
に
勧
進
が
本
来
の
仏
教

入
信
を
す
す
め
る
意
味
か
ら
前
進
し
て
、
経
済
的
行
為
が
付
随
す
る
も
の
に
変
化
し
て
来
た
。

そ
の
勧
進
に
あ
た
る
勧
進
僧
は
、
そ
の
寺
の
住
僧
で
あ
る
場
合
が
は
じ
め
は
普
通

で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
第
三
者

の
地
位
に
あ
る
僧
が
勧
進

に
従
事
す

る
こ
と
が
は

じ
ま

っ
て
く
る
。
勧
進
事
務
に
没
頭
す
る
人
の
必
要
か
ら
、

こ
う
し
た
勧
進
僧
が
生
ま
れ
る
。
平
安

・
鎌
倉
時
代

の
勧
進
僧
も

こ
の
た
ぐ

い
で
は
あ
る
が
、
多
く
の
人
は

あ

る
勧
進
事
業
が
終
れ
ば
、
も
と
の
普
通
の
僧
と
し
て
の
地
位
に
戻
る
の
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
か
。
遺
物

に
出
て
く
る
勧
進
僧
は
余
り
に

一
回
限
り
が
多
い
の
で
、

こ
の

よ
う
に
考
え
た
く
な
る
。
ま
れ
に
鞍
馬
寺
銅
燈
籠
な
ど
二
点

に
見
え
る
勧
進
沙
弥
西
蓮
で
も
、
そ
れ
を
生
活
の
資

に
す
る
ほ
ど
の
専
門
職
能
的
な
勧
進
僧
で
あ

っ
た
か
ど

う
か
わ
か
ら
な
い
。

南
北
朝
末
期
の
近
江
国
彦
根
の
勧
進
聖
が
美
濃
国
東
端

へ
出
か
け
て
い
る
こ
と
、
室
町
中
期

の
越
前
国

の
聖
が
京
洛
で
活
動
す
る
こ
と
、
近
江
国
高
島
の
聖
が
播
磨
に

お
も
む
く

こ
と
、
さ
ら
に
奥
州
の
勧
進
僧
が
能
登
国
に
来
て
い
る

こ
と
、
こ
の
よ
う
な
例
が
室
町
時
代
か
ら
目
立

つ
の
は
、
全
国
と
は
い
え
な
く
と
も
、
か
な
り
広
い
地

域

に
わ
た

っ
て
職
能
的
な
勧
進
僧
と
し
て
遍
歴
す
る
事
実
が
あ

っ
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
も
の
で
、
そ
れ
は
勧
進
僧
の
近
世
的
様
相
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る

の

で
あ

る
。

(昭
和
四
六
年
八
月
)
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